
Title ヒーシオドスの「エルガ」
Sub Title
Author 高橋, 誠一郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1924

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.18, No.8 (1924. 8) ,p.1117(53)- 1122(58) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19240801-

0053

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


韓

m

レ

嵩 ,  

橋 S

誠 工 つ  
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郎

.
希
騰
人
の
.辉
嫌
思
想
を
傳
へ
ん
ビ
す
る
者
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々
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の
筆
を
じ
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ォ
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ひ
'Sぴ
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す
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I
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l
b
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u
g
u
s
t
u
s

 

T-rever 
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 :History 

of 
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r
e
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E
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o
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o
m
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T
h
o
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ght, 

1916, 

P
:
I
4

 :

の
如
さ)

。
而
も
斷
斤
的
な
る
希
騰 

$

S

M

0
.
嫌
は
：經
搏
上
の
i

に
®
し
す
‘僅
：か
：
 

、'に
伽
發
的
晴
示
をC

ふ
#

に
.過

ぎ

ざ

る

ズ

ラ

ト

ー

ン
以 

,:前

の

現

存

义

献

中

：じ

於

て

此

0
:希
®

#
古
め
叙
事
詩
人
：
 

の
能
蕭
に
就
い
て
記S

す
可
き
‘こ
ざ
.は
固
ょ
0
多
く
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.
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じ
1

シ
广
ス
の
人
物
は
ホ
ミ

| 

& 
メ
の
其
れ
の
如 

く
多
く
問
題
と
せ
ら
れ
て
ぬ
な
い
。
蓋
し
後
激
の
作
、

イ
タ
ア
ド
ス
及
び
オ
デ
イ
シ
ク
ス
中
に
は
毫
も
作
家
自 

欺
に
■
す
る
記
述
を
看
出
レ
得
ざ
る
に
反
し(

オ
デ
イ 

シ
ク
ス
中
に
現
る
、
盲
樂
人
デ
イ
モ
ド
オn
ス 

。§
ハ
に
於
て
ホ
ミ
1

,

び
ス
自
身
の
面
影
を
！
！
め

得

る

じ

：，

非

ざ

れ

ば

-

!—
o
d
:
y
i
i
i
,

 

4
4
.
)
、

.
s
J

1

シ

オ

.
T

は

典

 

の

詩

篇

中

に

於

て

自

己

の

名

を

呼

び

、

自

己

の

ダ

及

び

 

弟

に

，就

い

て

胸

語

ら

>

 

而

し

ポ

自

己

の

人

世

哲

學

を

披

 

S

す

る

こ

.ざ

頗

る

多

き

が

故

，で

あ

る

。

然

し

；な

が

ら

彼

 

れ

の

時

代

に

關

し

て

は

古

代

人

す

ら

.：明

確

な

.
る

意

免

を

 

有

し

て

ゐ

な

い

。

じ

I

わ

ド

’タ

ス

は

姚

れ

及

ぴ

>
ホ

ミ

1

 

デ

ス

め

雨

者

を

等

し

く

紀

元

前

 <

 

百

五

十

年

若

し

く

は

 

.
九

百

年

の

交

，
に

置

.さ

、

一
：ホ

ミ

I

.

ゃ

ス

、じ

先

立

つ

'て

彼

れ

 

を

記

し

て

ゐ

る

。

'彼

れ

を

以

て

：ホ

ミ

ー

.

P

ス

t

间

時

代

 

人

‘ご

做

し

、

若

し

く

は

彼

れ

よ

ら

も

更

ら

に

古

き

も

の

 

€

做

す

の

意

見

は

其

の

外

じ

も

猶

ほ

存

し

‘
て

ゐ

る

。

而

第

十

八

卷

(
1
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1

七

)
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錄

.
オ̂
ド
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レ
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第

十

八

海

ニ 

ニ
八

)

雜

錄

；13,

シ
オ
ド
ス
の

r
n

わ
が
し

银
八
號

:
>
^
>
雨
者
の
詩
篇
の
：̂
:容
：よ
ヶ
推
し
て‘ホ
ミ
I ti

ス
の
其 

れ
は

1
1
シ
オ
ドt <;

の
其
れ
に
比
し
て
古
さ
も
の
で
あ 

る
i
は
疑
a
な
き
が
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
近
代
の
，學 

.者
は
次
填
に
彼
れ
の
時
代
を
®
下
せ
わ
め
.て

紀

元

前

七 

ぽ
七
十
六
年
ょ
り
起
算
せ
ら
る〜

四
年
期c

p
l
c
t
)

:

の
始
初
、
或
ひ
は
約
七

&

 

ニモ
五
年
ァ
：或
a

は
約
七
百
：
 

年
の
頃
に
生
蒋
せ
る
も
ゆ

’

じ
考
ふ
ろ
に
至
ジ
た
。

詩
人
自
ら
の
物
語
る
所
に
據a

て
稽
ふ
れ
ば
、
彼
れ
，̂ 

の
父
ダ
ィ
オ
ス(』

s
c

)

は
小K

▲組
亜
な
る
ィ
f 
 ̂

A
 

ス〈 A
h
)lハ'}

の
キ
ユ
I

ミI
 

よ-f=s

ベ
クn
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シ-
{̂Et

ソCK.SV''}

山
め
北
.侧
な
る
ビ
！
オ
，
シ
ア(BO

CS  

T
/
a
)

の

A
s
c
r
a

に
移
住
せ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
れ
は 

此
の
地
を
以
て「

冬
い
力
ま
し
く
、
K
は
みじ

；®

に
、
# 

ウ
て
.快
き
こ
ピ
な
き」

惡
士
ビ
做
し
て
ぬ
る
。(Erga, 

6
4
0
)。

彼
れ
^̂し
其
の
弟
パ
t

シ
J

ス{JU

で
。
，

zj

ハ
ン
せ
は 

父
の
死
後
家
産
を
分
つ
た
の
で
あ
る
，が
、
パ
I

シI
ス

； 

は

其

の

兄

の

財

せ

か
t
し
、
法
官
に
惊
し
て

に
膝
利
を
：！

£1

め
た
。
然
彼
れ
は
奢
侈
の
爲
め
に 

其
の
獲
得
せ
る
配
分
を
失
ひ
ん
ヒ
I
シ
I

オ
ド
ス
.を
緣 

す
に
矿
.化
な
る
ぎ
諷
の
‘
..
提
起
を
以
て
し
た
。A

J
I

シ
オ 

ド
ス
は
裁
判
官
を
呼
ぶ
に「

贿
胳
を
貪
ら
食
ふ
詣
君
主 

(Z9

を

を

以

.て
し
て
ゐ
る
‘。
蓋

し

君

主

は

即

ち

法 

官

だ

ら

し

も

の

で

あ

る0 (Erga, 

33, 

2
6
1
0
。

是
ル
が 

爲

め

に

彼

れ

は

ノ

ー

パ

ク

タ

ス

(iviaJ!i'7r§
roc )

に
移
ら 

ん
ミ
し
た
。
傳
說
に
從
へ
ば
、
彼
れ
は
其
の
將
來
の
躯 

命
を
デ
ル
ス
ア
ィ
の
神
能
に
諮
ふ
た
。
巫
尼
は
之
れ
に 

答
へ
て
ユ
I

ミ

ア

び

る

デ

ユ
I
ス
神
殿
の
並 

御
に
死
は
彼
れ
を
待
つ
可
き
が
故
に
、
是
れ
を
囘
避
す 

•可
さ
こ
ビ
を
以
て
し
た
0 

.ア

ル

ゴ

ス

さ

ハ

)

..に
は 

♦チ
ユ
1
ス
の
神
殿
ご
銅
像
が
存
し
て
ゐ
た
®
じ
I
シ
オ 

ド
ス
は
之
れ
を
以
て
政
命
の
場
所VJ

信
じ
た
る
が
故
に 

其
の
道
を
ロ

，

ク

ラ

ィ

人

の

町

ィ

I

 
ノ

ィ

(

ミ
Vぶ)

に
取
つ
た
。
而
も
此
の
地
も
亦
た
同一

神
を 

る

の

で

れ

は
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I メ^̂
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彼
れ
は
此
處
に
！
 ！

人

の
兄
弟
の
客
ミ
爲
つ.た
。
然
る12 

彼
れ
等
の
婦
妹
ク
ジ4

チ
ン
！
 
J {jchjfi

喜

ゆ

ヒ
1
シ

オ
♦ト
ス
を
同
伴
：̂
る
者
の
爲
め
，に
夜
間
凌
辱
せ
ら
：れ
た
.

る
：お
恥
じ
て
自
ら
溢
れ
て
死
ん
だ
。
兄
弟
の
者
は
犯
人

を
.骤
寄
し
ね
る
の
み
な
ら
ず
、

ヒ
I

シ
オ
ド
メ
を
以
て

#

の

嫩

罪

を

默

過

せ

るも
の

ざ

邪
推
し
ゾ
彼
れ
を
も
亦
.

た
殺
#
し
て
其
の
死
體
を
海
に
投
じ
た
。
而
も
デ
グ
ス

ア
ィ
の
神
能
の
命
ず
る
所
に
據
ウ
て
"
.彼4

め
屍
は
ォ

んn  
メ
ナ
スC

を
を
さ
。ハ)

ね
齋
さ
れ
、
其
の
市
場
に

彼
れ
の
紀
念
碑
は
建
設
せ
ら
れ
た
。
彼
れ
は
古
代
に
在

ウ
て
は
ア
ィ
オ
I
ラ
アC

を
だ
S

及
び
ホ
t
ミ
ね
ス
派 

に
對
す
る
.ピ
J
オ
ー
.
'シ
ア
及
び
ロ
ク
ラ
：ィ
派
を
代
表
す
. 

る
も
のW

看
做
さ
れ
ブ
纖
多
の
叙
事
詩
は
彼
れ
の
作
ざ 

し
て
傅
.へ
ら
れ
て
居
つ
た
。
，傳
説
は
彼
れ
が
歌
鎭
べ
に 

.於
，て
ホ
I

ミ

K

に
打
勝
ウ
て
三
脚
を
赢
ち
得
た
る
こ 

.

:

€

を
主
張
す
る
。

じ
I
シ

オ

ド

の

名

：の
下
に
俾
存
る
詩
篇
は
僅
か
，

に

「

農
仕
事
？

<3

香S

日-T C
さ
/

c>ra §
1 」

營

1

T
,っ
講

W
系
闘J 

Q
s
r
o
v
s

及

び「
A

1

キ

ユ
ジ
r
ズ
の
棚」 

をpaizUoiyf}

の
ニ1

つ
で
あ
る
。
最
後
の
も
の 

が
彼
れ
ょ
り
も
後
の
時
代
に
屬
す
る
こ
ミ
は
疑
ひ
な
き 

所
で
あ
る
。
前
！一

者
>
’
雖
も
盼
行
詩
人
及
び
後
世
の 
r

ヒ
ー
シ
オ
ド
ス
流
の
詩
人」

に
‘ょCV

て
幾
多
の
插
入 

一：を
加
へ
ら
れ
カ
こ
を
は
，疑
ふ
の
餘
地
が
な
い
。
第
！1

世 

紀
の
旅
行
家
に
し
て
地
理
學
者
た
る
ポ
オ
セ
，

ユ
ァ
ス 

f
a
c
r
A
3

に
據
れ
ぱ「

仕
事
ど
®
日」

は
ピ
ー
オ
ー 

シ
ナ
人
が
t

I
Iシ
オ
ド
ス
の
唯1

の
眞
作
ミ
看
做
レ
4
 ̂

る
所
で
あ
る
ぶ
云
ふ
0 

「

仕
事
ご
®
日」

は
彼
れ
の
弟
> 
即
ち
前
述
せ
る「

最 

も
f 

な
る
パ
f
シ
？ 
メ」

に
寄
言
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 

詩

人

は

"

其

の

弟

が

奢

侈

不

正

の

生

活

を

送

ら

懒

情

饒 

舌
を
好
ん
で
廢
減
の
道
を
他
レ
つ
V
あ
る
を
救
は
ん
が 

爲
め
に
彼
れ
R
與
ふ
に
幾
多
の
厳
烈
な
る
叱
责
を
以
て 

し
、
彼
れ
に
勸
吿
す
る
に
.其
の
.
}
^正
な
る
，所
業
を
廢
襄
.

第

十

八

愈(
n

1

九>> 

雜

0

セ
ー
シ
オ
ド
ス
の

r
n

ル
が」

0
A
0

I

\



镇
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八

卷

C
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ニJ
o

y

 
i
 

.

0 

P

I

シ

オ

ド

ガ

」
し
、
誠
賞
な
る
勞
苦
に
由
つ
て
'
自
己
の
爲
め
じ
新
た
y 

る
富
を
取
得
す
可
き
こ
を
を
以
て
し
て
ゐ
る
。
彼
れ
ま 

.「

仕
事
が
猶
ほ
ー
意
其

Q

も

の

爲

め

に

行

は

れ

、
而
し 

.
て
再
®

結
果
が
惠
ま
れ
た
る」

黄
金
時
代
の
：消
減
を
痛 

:

欺
し
：て
ゐ
る
。
第
二
、
館
三
、
敏
K

の
時
代
も
亦
た
悄 

減
し
た
。
是
れ
に
次
い
で
到
れ
る
も
の
は
痛
ま
し
さ
勞 

.，.苦
黑
鐵
時
代
で
ぁ
る

'
0

;

.

(

即
ち

： .
ヒ
I

シ
オ
ド
ス
は
青

.

銅
特
代
を
黑
纖
時
代
の
前
に
；置
(

4

0

0

で
あ
る
。

E
r
g
a
y

.

.
- 

'

此
の
詩
篇
は
彼
：れ
が
如
何
に
農
耕
及
び
舟
行
に
奥
味 

を

有

し

れ

る

か

を

物

：語.る
。
彼
れ
が
其
の
弟
f
c與
へ
だ 

る
第

1ぁ
忠

告

は
#
作
用
：©
ギ

(

/
?
0
ぎ

を

0
7
f~§)

を
購 

.ふ
に
在
つ
ね
。
彼
れ
は
劇
作
用
0
牛
を
以
て
農
民
の
世 

-

撒3-

、
其
の
勁
に
次
い
で
最
も

重
要
な
る
地
位
を
有
す

第

八

跳

L
:

五
六

努
作
は
人
が
如
何
な
る
命
數
の
‘下
に
在
る
せ
を
問
は
す 

彼
れ
に
取
つ
て
最
も
幸
福
な
る
運
命
で
あ
る
。
往
々
.に 

し
て
半
ば
は
-全
，部

ょ

れ

も

以

上

で

あ

る

。
ま

は

詐
2̂
的 

餅
舌
に
依
つ
て
取
得
せ
ら
る
可
き
も
の
に
非
ず
む
て
、 

天

の

賜
物
ご
し
て
变
'觸

せ

ら

る

可

き

も
の
で
あ
.る
。

t 

1
シ

オ

ド

ス

は

肉

體

的

勞

働®
高
貴
€
重
要
せ
を
强
調 

し
、
勞
働
の
生
涯
を
以
て
永
續
的
繁
®
を
得
可
き
唯j 

の
根
元
な
&
を
主
張
す
る
。

な)obdhv 

S

3 
ポ 

ぎ

きclibid, 3
11
; cf. 303-306, 

303,

310,  

3
14 ,  

397  
r
413.)。

じ
I

シ
オ
ド
ス
は
他
方
に
於
て
彼
れ
の
時
代
の
貪
樊 

5̂」

不
正
€

を
痛
馬
す
る
"
狗
に
此
の
黑
鐵
時
代
に
せ
つ 

て
は
貨
徵
は
賤
劣
な
る
人
間
め
生
命
で
あ
る
。
彼
れ
は 

人
々
め
職

n
v

r

鬪
爭
、鎌
勝
、

S

鶴
を
是
れ
事

ざ

な
る

を 

非
難
す
る
。

「
陶

H

ぱ
陶
工

5<>爭

ひ
、
大
工
は
大： H

€

爭 

ひ
、
乞
食
は
乞
食
を
嫉
み
 

>
静
人
は
詩
人
を
嫉
む」

。
彼 

れ
.

が
同
職
の
i

E

'間
Iに

於

か

る

饒

ま

..の

事

を

能

せ

：ふ

る
‘も
の
ダ
ま
し
て
ゐる

".

9
一

a,,:4p5-)o

農
夫
は
自
己 

,め
小
舟
を
購
ひ
ャ
、
其
の
©
物
を
收
受
せ
ん
す
る
者

の

許

に

之
.
れ

を

輸

送

す

可

き

で

あ

る

-

a
b

f

 

6
4

0
。  

S.
プ

を
...vv

意.rr.な
，.

え

希
後「

一；

於
け
る
エ
業
ゆ
發
蓮
を
卸
る
上
に
於
て
典
味
が
あ
る
富
に
對
す
る

r

旅
想
は
所
す
階
親
を
支
配
し 

.

.

あ
る
い
：？

あ
る
。(

i

s
 
.
5
a
o

じ

ム
J

ス
は
た
。
而
し
て
所
有
階
級

I

欲
に
由
つ
て
先
づ
I

れ 

プ
t

、、i

ク

K

 

(

參

3

系

)

の

盜

火

ま

刹

の

女

：

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
t

の
は
小
農
民
で
あ
つ
た
。
 

性
バ
ン
ド

I

ラ

へ

を

a
)

の
伽
造
に
由
つ
て
此
の
世
彼
れ
等
は
其
の
財
産
を
公
賣
せ
ら
れ
徵
牧
せ
ら
れ
て
虐 

に
5

S

る
總
ベ
て
の
災
厄
と
禍

S

さ

就

ぃ

て

物
 

一
t

i

ビ
の
淵
に
沈
ん
だ
。
而
し
て
正
直
な
る
刺
離 

購

る

。
、

r

陸
も
海
も
共
に
炎
狭
を
以
て
充
さ
れ
て
ゐ
る

」

一.に
依
つ
て
古
昔
の
織
利
の
問
題
を
決
梵
す 

ル
.̂

。
旧
し
C
&
.

ル
.

ド
薛
な
る
洁
渠
を
同
/

る
の
碑
力
は
旣
述
せ
る
が
如
く
、「

賄
胳
を
貪
り
愈
ふ
君

ざ
彼
れ
は
叫
ぶ
。
而
し
て
彼
れ
は
不
幸
な
る
結
果
を
囘
^

，避
す
可
き
幾
多
め
戒
律
を
敎
示
す
る
。」

斯
く
て
彼
れ
は 

其
の
静
篤
の
最
後
の
部
分
に
於
て一

定：

の
事
項
を
^̂

ふ
い\

の
昔
日
R

びS

日
に
關
す
る
長
き
表
を
榻
げ
て
ゐ
る
。

希
®
人
は
固
ざ
羊
を
妝
わ
、
土
地
を
餅
せ
る
も
の
で
：
1 

:

あ

つ

て

、
私

有

財

產

50

都
市
ビ
は
膨
れ
等
に
収
つ
て
未 

知
の
も
の
で
あCV

た
。
而
も
ホ
ミ
ー

りA

の
詩
篇
の
成\

.れ
る
紀
元
前
第
九
世
紀
の
後
半
に
於
て
、
旣
じ
都
市
は
；

，其
の
存
在
を
見
、
隙
級
の
分
岐
ざ
社
會
め
分
裂
t
は
生
‘‘.

じ
つ>

 

あ
つ
た
の
で
あ
る
。
希
職
の
原
始
的
社
愈
狀
態 

は
戰
爭
ビ
賀
易
ど
航
海
ど
じ
依
ウ
て
緩
さ
れ
れ
る
の
觀

第
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翁(

ニ
ニ 

ニ

雜

0 

1

V

す
ド
ダ
のf

 H

ル
が」 の

機

力

は

旣

述

せ

る

が

如

く

、

「

賄

胳

を

貪

り

愈

ふ

君

 

生

」

の

手

中

存

し

た

の

で

あ
る
。

是

に

於

て

乎
不

幸

 

な
る
小

農

民

た

る

ヒ

I

シ
オ
ド

ス

は

、

恰

も

B
i

s
h

p
a

t

 

を

叫

ベ

る

ァ

を

ス

以

後

：
の

i

プ

デ

預

言

者

に

等

し

さ

語

 

氣

を

以

て

、

.

ジ

ク

ス

大

S

に

，向

ひ

其

の

當

靈

を

以

て

人

 

界

を

打

も

、

其

の

女

「

正

義

し

(

し

を

*

を

W

ぴ

地

上

に

 

送

ら

ん

N
；

ご

を

求

め

た

の

で

あ

る

。

に

じ

ー

シ

オ

ド

メ

の

「

牡

事

す

曆

日

」

は

成

る

意

味

y

に
於
て
後
世
の
希
職
文
献
に
於
け
る

E
c
o
n
o
m
i
c
a

の
先 

驅
た
る
ざ
同
時
：

2

、
又
ホ
脆
愈
的
.
正
義
ビ
法
律
上
，の
m

.
 

等

を
M

叫
せ
る
；歐
洲
文
献
め
，最
勒
の
も
の
て
あ
つ

第

八

號

-

五

'
七
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雜

錄

：し
佛
蘭
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震
學
に
於
け
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償
値
論
の
發
緯 

第

八

體

冗

、
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I 

. 

,

 ̂

:

ぺ：. ；
：7

れ

交

換

£
値
ミ
の
^
別
は
唯
^
^
1̂か
な
る
暗
示
を
存
す
る 

 ̂

: 

(
一

九
二
十II

年
七
月
稿)

。

の
み
に
て
求
だ
甚
だ
明
瞭
な
りVJ

云
ふ
を
得
す
、Q

U
9

 

™: 

: 

[

i
_
_
._
_

_
_
_ 

s
m
y

 

は
ゾvaleur 

.&s’l
:
e
n
%

 

及
び
へ
へ
 valeur 

v

をale)

プ
.

一一
 

S
 
M
 
^
 A
 
 ̂
 ̂

S 

'

な
る
名
®
の

っ

に

ホ

然

之

を

識

2R

す
ご
雖
、
然
も
ポ
者 

I 

.1
 

 ̂

;

|

必
|

|

し
て
專
ら
考
察
を
後
者
|

し

(
一
一) 

た
。
吾

人

はT
u
r
g
o
t

に
及
ん
で
始
め
て
雨
者
の
偏
®

.

.

.

. 

ネ
，、

;

,

セ 

無
さ
取
遇
を
見
る
。
彼
の
所
謂
-
鑑
賞
®
値」

-
w
a
k
u
r

、さ

：

き
"

"

 ̂

l
i
v
e

」)

並
に
''評
楚
價
與
スvaleur appreciative

七

.

.
I一
 

是
れ
で
あ
る 

广 VPICUrs 

ct 

IMOIlnaies、
CoUcction

>

i Î
obert 

Jacque Turgot (
1727-1

7
8
1 )

の
經 

Guiliaumln, 

Oeuvres 

de 

Turgot, 

tom. 

I. 

o
. 72 et 

濟
學
上
に
，於
る
代
表
的
著
作
は
一
七
六
六
年
脱
稿
、T
 

s
e
q
o
。

蓋

し

其

意

を

忖

度

す

る

：に

使

用

價

値

を

指

レ

て

:

七
ホ
0
年
發
刊の

""

シ&
s
l
o
n
s
,
s
u
r

 la 

p^ormation 

I
ぺ
ハ
ブ

e
s
t
i
m
a
^
^
^

ざ
呼
ぶ
所
以
は
、
是
れ
其
便
ま
の
熟
知 

et la 

Dissbution 

des 

Richesses
》

な
る
w
豫

評

の\

せ
ら
る
\
某
々
の
物
件
に
對
し
て
吾
人
各
自
の
與
ふ
る 

.1

政
す
る
所
な
.
ご̂
雖
"
K
價
値
論
に
關
す
る
蔬
奥
を
個
々
の
鑑
賞
の
成
嚴
た
る
が
故
に
し
て
、
交
換
價
値
を 

披
僻
せ
る
も
の
ご
し
て
は
寧
A
同

年

代

の

執

筆

に

係

る

稱

し

てappreciative

こ
ビ
爲
す
所
以
は
、
其
が
避
多 

未

定

稿

.
、

Valeurs et 

M

§

f 
>
を
擧
げ
ざ
ぷ
可
か
の
鑑
賞
相
會
し
辯

S
妥
協
の
結
果
阜!

の
決
定
的
價
格
.'

*
 

膚

d
"
a
u
s
l
e
s
l
&
c
o
n
o
m
T
s
t
e
s

 

ang!ais 

et 

Francais, 

p
,

る
事
不
可
能
で
あ
る
。「

鑑
賞
價
値」

则
御
用
價
&
は
此 

く
じ

。
M
 

‘
 

，：
；
..
，レ
.
 

'
 

比
較
の
結
乘
ニ
個
以
上
の

®
物
の
間
に
，
尊
重
の
«

位 

,
波
れ
は4̂

づ「

鑑
賞
價
値
し
則
使
用
價
値
の
性
質
の
究
レ
を
定
め
；等
級
を
立
つ
る
に
依
ウ
て
發
生
す
る
觀
念
で
あ 

,

明
ょ
り
出
發
す
る
。
，以

爲

く

；「

凡
を
諸
般
の
®

物

は

•る
？
其

は

「

人
間
が
其
欲
求
す
る
種
：々

な

る

货

物

に

對

レ
 

吾
、

の
享
樂
、
普
人
の
欲
望
满
足
に
適
當
す
を
思
惟
せ

.
™し
て
附
加
す
る
尊

®
の
度
合
の
修
现
で
あ
，る
K
P
.ざ)

。

ら
る
V
限
ら
に
於
て」

，W
値
を
具
有
す
る
。
.：
此

價

値

は\

而

レ

てT
u
r
g
o
t

の
解
釋
に
依
れ
ば
.孤
立
の
人
間
が
詣 

T
u
r
g
o
t

は
：附
言
し
て
云
ふ
、「

商
業
上
の
價
値
を
ば
寸
毫
，：
，
物
の
比
較
に
際
し
考
慮
に
.加
ふ
る
事
項
は
.、
第
‘一
に
現
、

の
■
係
無
ぐ
條
生
し
り
；得
る
も
の
で
あ
る」

。
，換
言
す
れ
在
焦
眉
の
欲
望
に
對
ず
る
適
合
性
で

.あ
ウ
て
、
彼
れ
は
.

'ぱ
其
は
M
格
，、

」

異
ら
孤
立
單
獨
の
人
間
に
對
し
で
.す
ら

.一
 

'.之
を「

卓

越

性」
W

呼
ぶ
.。
.第
二

に

將

來

の

，欲

望

じ

藥

す
'

も
、
交
境
ご
離
れ
て
存
在
す
る
も
の
て
あ
る(

v
a
l
e
u
r
s

る
適
合
性
、
郎
ち
現
在
め
享
樂
に
は
何
等
寄
與
す
る
所 

-
み

Monnaies, 

Collection 

Guillaumln, 

s
u
v
r
e
s

 

de 

|

無
き
も
肯
之
を
！

Sii

持
す
るW

に
依
ウ
て
將
來
の

Turgot, 

tom. 

I* 

P, 

8
0
.) 。

即
ち
孤
立
人
が
其
享
樂
に
供
し
得
可
き
資
質
で
あ
づ
て
？
彼
れ
は
I之
を「

效
用」

ご 

適
合
す
S

斷
し
め
る
货
物
を
求
む
る
時
、
：其
認
知
し
一
呼
ぶ
。
第
三
に
は
S

S

易
で
あ
り
て
、
彼
れ
ぱ
之 

ね
る
失
々
の
適
合
性
は
、
.

T
u
r
g
o
t

に
從
へ
：ぱ
、
獨
立
に
を
稀
少
性
：

W

同
一
視
す
る
> 
蓋

し

「

同
等
に
有
用
に
し 

' ;1

之
を
層
値
.ざ
稱

し

て

宜

：い
。
：，：
乍

牌

此

價

値

は

斯

く

貨

物

 

>
:

て
同
等
に
卓
越
せ
る
二
.物
の
間
に
於
て
は
、
其
獲
得
に 

ぺ
各
々
に
就
さ
て
單
獨
に
成
立
し
得
れ
ダ」

を
、
然

も

他

物

V

層
の
困
難
を
要
す
る
方
を
一
層
貴
重
な
b
ご
し
、
其 

，レ
V

,

確
保
に
一
層
の
苦
慮
努
力
を
.拂
ふ
可
き
は
明
瞭
で
あ
.

，
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